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V304a X線分光撮像衛星XRISM搭載 X線望遠鏡 (XMA)開発の現状 (8)
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我々はX線分光撮像衛星XRISMの 2つの観測システムである、ResolveとXtendの光学系であるXMA (X-ray
Mirror Assembly) を開発している。2021年にNASAのGoddard Space Flight Center (GSFC)で完成後、2022
年 5月まで同センターの 100mX線ビームラインで地上較正試験を実施した。現在は得られたデータを元に、応
答関数の開発を進めている。10×10mm pencil beamを XMA 全体にわたって照射して得た、X線入射位置に対
する像の広がりや位置のずれ、集光量の分布から、各位置での反射鏡の傾きや平行移動量、鏡面方線分布を算出
し、応答関数の大元になるCalibration Data Base (CalDB)に取り込んだ。また、XMAを構成する、4つの 1/4
円筒 housing(QT)毎の光軸や結像位置のばらつきも測定データから算出、導入した。反射鏡単体の X線反射率
測定からは、金反射膜の密度や表面粗さ、散乱成分の強度を見積り、取り込んだ。得られた CalDBを元にした
ray-tracing simulationと実測の差は、1.5 – 17.5 keVの on-axis有効面積で 6%、off-axis有効面積では off-axis角
が 3分角以上で simulationの方が大きくなり、20分角までで最大で 15%ほどになった。また、on-axisの point
spread functionの simulationと実測の差は 8分角以内で 30%程度となった。XMAは 2022秋に筑波宇宙センター
で衛星に搭載され、光軸の向きはResolve-XMAで 15秒角、Xtend-XMAでは 3秒角の精度でアライメントする
ことができた。本講演では CalDBの開発状況と衛星搭載の詳細を報告する。


